
金星を狙え！子ども稽古で会場沸く！
～合併10年記念事業　大相撲三種場所～

（８月18日　琴丘総合体育館）
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19
回
目
の
今
年
は
、
彫
刻
家
・

保
坂
俊
彦
さ
ん
、
松
木
由
子
さ
ん

の
お
馴
染
み
の
二
人
と
、
台
湾
か

ら
王
松
冠（
ワ
ン
ソ
ン
グ
ァ
ン
）さ

ん
、
陳
怡
静（
チ
ェ
ン
イ
ー
チ
ン
）

さ
ん
、
丁
元
茜（
テ
ィ
ン
エ
ン
チ
ェ

ン
）さ
ん
達
に
よ
る
、合
計
５
基
の

特
別
砂
像
が
会
場
中
央
に
座
し
、

見
る
人
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
表
彰
経

験
の
あ
る
７
団
体
に
よ
る
中
型
砂

像
が
展
示
さ
れ
、
見
応
え
の
あ
る

作
品
に
、
た
く
さ
ん
の
方
が
見
学

に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

砂
像
制
作
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
で

は
、
小
型
（
子
ど
も
の
部
・
一
般

の
部
）
砂
像
に
19
チ
ー
ム
、
砂
像

甲
子
園
に
は
県
内
外
か
ら
５
校
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
休
日
返
上
で
制

作
さ
れ
た
傑
作
や
力
作
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
25
日
は
、
王
松
冠
さ
ん

に
よ
る
公
開
砂
像
づ
く
り
、
み
た

ね
ス
ラ
イ
ダ
ー
（
流
し
じ
ゅ
ん
さ

い
、
流
し
梅
そ
う
め
ん
）、
フ
リ
ー

ス
ロ
ー
ゲ
ー
ム
と
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今月の表紙

【表紙の紹介】
　三種町合併10年記念事業「大相撲三種
場所」が琴丘総合体育館で行われました。
　早朝から力士の稽古で始まり、８時開場
と同時に公開稽古、子ども稽古、握手会、
相撲甚句、初切など多彩な催しで多くの
ファンを楽しませてくれました。
　ひときわ、会場を沸かせたのは、子ども
稽古。町内はもとより、近隣の小学生力士
が、北秋田市出身豪風関をはじめ人気力士
の胸を借り稽古をつけてもらいました。　
　かわいらしく一生懸命力士に立ち向かう
姿に会場は微笑ましい笑顔でいっぱいにな
りました。

 1 表紙　合併10年記念事業
 大相撲三種場所
 2 サンドクラフト2015 inみたね
 6 森岳温泉夏まつり
 8 消防競技大会・交通安全
 9 三種町敬老式・人権相談所
10 ペレットストーブ補助金・
 じゅんさい生産数量助成
11 町営住宅入居者募集
12 マイナンバー
13 国勢調査　
14 農業委員
15 想
16 年金だより
17 救急の日・防災学習会・いなほ祭り
18 保健センター・包括支援センター
20 クアオルトによるいきいきプロジェクト
21 新元気づくり支援事業活動紹介
22 みんなで作る まちの話題
24 生涯学習通信　せせらぎ
28 インフォメーション
30 行事予定・戸籍の窓

　今年も釜谷浜の一大イベント「サンドクラフト2015inみたね」
がやって来ました！三種町サンドクラフト実行委員会主催（三浦
基英会長）により、７月25日～26日の日程で開催され、２日間で
23,000人の来場者で賑わいました。

砂に込めた想
おも

い  ～新たな歴史への序章～

最優秀賞

優秀賞優秀賞 佳  作

平成27年9月 2



The summer holidays
ネイチャーズ（横手市）

進撃の巨人
亀井商店（能代市）

美術大学附属 蔵王高校 伊具高校 能代松陽高校 

　

５
回
目
の
砂
像
甲
子
園
に
は
毎

年
お
馴
染
み
と
な
っ
た
宮
城
県
か

ら
出
場
の
宮
城
県
工
業
、
伊
具
、

蔵
王
の
３
校
を
能
代
松
陽
、
秋
田

公
立
美
術
大
学
附
属
の
秋
田
県
勢

２
校
が
迎
え
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
22
日
か
ら
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
地
元
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
制
作
に
の
ぞ
み

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
開
催
以
来
３
連
覇
の

美
術
大
附
属
を
各
校
が
追
う
展
開

で
、
今
年
こ
そ
は
優
勝
旗
を
と
、

今
ま
で
以
上
に
熱
の
こ
も
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

25
日
、
多
く
の
観
客
が
見
守
る

中
、
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
一

心
不
乱
に
砂
像
制
作
に
取
り
組
む

生
徒
達
。

　

審
査
の
結
果
、
優
勝
は
宮
城
県

勢
初
と
な
る
宮
城
県
工
業
高
校
が

悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
深
紅
の

優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

最優秀賞

砂像甲子園
優勝旗初の県境越え！
宮城県工業高校

八竜漁協によるヒラメ稚魚放流

砂像コンテスト優勝賞品は！グローバルウインドデー

№ 作　品　名 制　作　者
1 highway ～ボクらの高速道路～ 三種町建設業協会（三種町）
2 妖怪ウォッチ・メロンニャン チーム美幸苑（三種町）
3 夏の海にやってきた！ 中田建設㈱（秋田市）
4 戦後70年の軌跡 チーム長信田（三種町）
5 家族が笑顔になる家2015 ＦＰの家快適住宅青年隊（岩手県花巻市）
6 渚の白鷺城 三種町職員労働組合青年部（三種町）
7 韮山反射炉 三種町砂像連盟（三種町）

おめでとう！

佳  作

うまく採れる
かな？

みたねスライダー （流しじゅんさい・流し梅そうめん！）

表
彰
経
験
の
あ
る
方
た
ち
が
制
作
す
る

高
レ
ベ
ル
の
中
型
砂
像

2

146

7 5
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夏祭り　 松木由子（高知県）自在観音　 王松冠（台湾）

夏の冒険　 陳怡静（台湾）子供の頃の夢　 丁元茜（台湾）

特　

別　

砂　

像

砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂・・・・光光光光光光光光光光光光光・・・・音音音音音音音音音音音音音のののののののののののフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタジジジジジジジジジジジジーーーー

25
日
夜
の
部
は
「
サ
ン
ド
ナ

イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

タ
」
長
信
田
太
鼓
の
迫
力
の
演

奏
で
始
ま
り
、
あ
べ
十
全
さ
ん

の
歌
と
軽
快
な
ト
ー
ク
の
あ
と

は
、
秋
田
県
を
拠
点
と
し
活
動

中
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
鴉か

ら
す

」
の

ボ
ー
カ
ル
＆
ギ
タ
ー
近こ
ん

野の

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
に
よ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ

で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

ト
リ
は
も
ち
ろ
ん
花
火

シ
ョ
ー
。
鮮
や
か
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
砂
像
を
バ
ッ
ク

に
約
５
千
発
の
大
輪
の
花
が
釜

谷
浜
に
咲
き
、
浮
か
び
上
が
る

砂
像
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ

ま
し
た
。

長信田太鼓

あべ十全ライブ

近野淳一ライブ

阿修羅　 保坂俊彦（東京都）

タタタタァァァァァァ タタ ーータタタタタタタタタタタタタタタ ーーンンンタタタァンンァァ タタタタタタタタタジジジジーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
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平成27年9月 4



　

保
坂
俊
彦
さ
ん
は
、
日
本
を
代
表
す

る
砂
像
彫
刻
家
で
１
９
７
４
年
能
代
市

に
生
ま
れ
、
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部

彫
刻
学
科
を
卒
業
。

　

第
１
回
の
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
が
開
催

さ
れ
た
と
き
、
大
学
の
友
人
達
と
参
加

し
て
以
降
19
回
目
と
な
る
今
回
ま
で
、

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
の
中
心
と
し
て
砂
像

制
作
と
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
だ
っ
た
叔
父
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

「
彫
刻
を
志
し
て
い
た
し
、
夏
の
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
感
覚
で
友

人
達
と
参
加
し
た
ん
で
す
」
と
本
人
も
こ
こ
ま
で
関
わ
る
こ
と

に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
関
わ
っ
て
10
年
間
位
は
本
業
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
こ

れ
で
飯
を
食
う
よ
う
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
砂
像
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、「
現
在
は
砂
像
彫
刻
一
本
」
に
。
海
外
に

も
活
動
を
広
げ
砂
像
彫
刻
が
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
ま

し
た
。

　

海
外
で
は
作
家
も
多
く
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
て
人
気
の

あ
る
砂
像
彫
刻
で
す
が
、
日
本
で
は
作

家
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
ま
だ
ま
だ
認
知

度
は
低
い
状
況
。
そ
の
中
で
も
保
坂
氏

は
大
小
問
わ
ず
様
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

精
力
的
に
参
加
さ
れ
て
普
及
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
作
品
は
「
阿
修
羅
」
美
し
い

表
情
と
、
燃
え
さ
か
る
炎
が
と
て
も
見

事
に
表
現
さ
れ
た
大
作
に
訪
れ
た
人
た

ち
は
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

水着コンテスト

メロンサンバ

アウトドア綱引き競技大会

砂像体験

水上バイクでバナナボート体験

優　勝　田代赤組（大館市）
準優勝　大館ＨＳ（大館市）

第３位　綱　　民（三種町）　　　　三種体協少年女子（三種町）

アウトドア綱引き競技大会
2015サンドクラフト杯

26
日
、
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
２
日
目
は
、「
ア
ウ

ト
ド
ア
綱
引
き
競
技
大
会
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
悪
天
候
の
た
め
に
、
２
日
目
の
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
と
な
っ
た
中
で
も
唯
一
開
催
し
た
綱
引

き
連
盟
の
み
な
さ
ん
。
今
年
も
熱
い
戦
い
で
会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
全
県
か
ら
力
自
慢

が
集
う
中
、
紅
一
点
の
三
種
町
体
協
少
年
女
子
が

見
事
３
位
入
賞
と
大
健
闘
で
し
た
。

　

海
上
で
は
水
上
バ
イ
ク
に
よ
る
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

体
験
が
行
わ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

　

そ
し
て
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
水
着
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、町
内
や
能
代
、秋
田
市
な
ど
か
ら
男

女
15
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
橋
本
五
郎
氏
や
三
浦

町
長
等
22
人
が
審
査
を
務
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
、
得
意
の
ポ
ー
ズ
を
披
露
す
る
方

や
、
子
ど
も
と
一
緒
に
登
場
し
た
り
、
じ
ゅ
ん
さ

い
沼
の
カ
ッ
パ
に
扮
し
て
の
登
場
な
ど
で
ア
ピ
ー

ル
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
後
は
浜
口
保
育
園
児
達
に
よ
る

「
メ
ロ
ン
サ
ン
バ
」
が
披
露
さ
れ
、
か
わ
い
ら
し

い
園
児
達
の
踊
り
に
会
場
は
和
や
か
に
。
最
後
は
、

実
行
委
員
長
の
音
頭
に
よ
り
メ
ロ
ン
で
乾
杯
し
イ

ベ
ン
ト
の
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

三
浦
基
英
実
行
委
員
長
は
、「
実
行
委
員
長
２

年
目
の
今
年
は
全
日
程
を
無
事
終
了
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
で
し
た
。

　
「
今
年
は
砂
像
作
家
の
方
が
た
に
よ
る
特
別
砂

像
、
一
般
の
方
が
た
の
作
品
と
も
に
多
く
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
地
元
企

業
の
み
な
さ
ん
の
協
力
も
す
ば
ら
し
く
充
実
し
た

内
容
に
な
り
ま
し
た
」
と
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
と
関

係
者
の
協
力
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
合
併
10
周
年
を
迎
え
る
三
種
町
、
そ
し

て
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
は
、
20
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。「
今
年
の
体
制
を
そ
の
ま
ま
来
年
に
向
け

て
い
け
る
よ
う
、
早
い
ス
タ
ー
ト
で
今
年
以
上
の

充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
で
す
」
と
来
年
に

向
け
て
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
の
夏
も
釜
谷
浜
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

順  位 チーム名

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
の
顔

彫
刻
家　

保
坂　

俊
彦 

さ
ん

 メロンでかんぱ～い！

広報 みたね
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森岳温泉 　

８
月
23
日
、惣
三
郎
沼
公
園
を
会
場
に
「
森
岳
温
泉
夏
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
三
種
町
山
本
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
（
池
内
恒
太
郎
会
長
）
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
今
年
で

61
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

11
時
の
屋
台
村
オ
ー
プ
ン
で
、
ま
つ
り

が
は
じ
ま
り
、
田
村
修
さ
ん
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
よ
る
軽
快
な
司
会
で
イ

ベ
ン
ト
は
進
行
し
ま
し
た
。

　

似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
は
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
、
名
物
「
流
し
じ
ゅ
ん
さ
い
」
で
は
順

番
待
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人

気
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
前
で
は
「
じ
ゅ
ん
さ
い
踊

り
」、「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
の
披
露
や
、「
木

戸
沢
子
ど
も
み
こ
し
」
が
練
り
歩
き
会
場

を
華
や
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大盛況の流しじゅんさい

よさこい踊り

田村  修さん

木戸沢子どもみこし

とらまるさん  似顔絵早描き

じゅんさい踊り

ハックルベリーさん  ジャグリングショー

初めての
じゅんさい
おいしい♪

手作り座布団を
特別価格で！

平成27年9月 6



　
「
も
ん
た
よ
し
の
り
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
大

ヒ
ッ
ト
曲
「
ダ
ン
シ
ン
グ
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
」
な
ど
名

曲
の
数
々
を
観
客
の
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
熱

唱
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
Ａ
Ｂ
Ｓ

ラ
ジ
オ
の
公
開
録
音
も
行
わ
れ
て
お
り
、
池
内
会
長

と
の
ト
ー
ク
で
は「
じ
ゅ
ん
さ
い
」を
試
食
し
て「
美

味
し
い
」
と
、し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
模
様
は
、
８
月
29
日

正
午
か
ら
約
30
分
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
に
て
放
送
さ
れ

ま
す
。

　

ま
つ
り
の
最
後
は
花
火
シ
ョ
ー
。
１
千
７
百
発
の

花
火
が
森
岳
の
夜
空
を
焦
が
し
、
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン

ト
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

池
内
会
長
は
、「
天
気
に
は
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
昨
年
以
上
の
超
満

員
の
お
客
様
に
、
驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
夏
祭
で
し
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
ご

尽
力
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
素
敵
な
夏

の
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」

と
、大
盛
況
に
終
わ
っ
た
祭
り
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

花
火
が
終
わ
る
頃
に
は
、す
っ
か
り
肌
寒
く
な
り
、

秋
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
を
感
じ
さ
せ

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
山
本
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
長
信
田
太

鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
顧
問
の
塚
本
香
苗
先
生
の

指
導
の
も
と
、
部
員
13
人
が
夏
休
み
返
上
で
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。「
ト
レ
イ
ン
・
ト
レ
イ
ン
」
な
ど
全
６
曲

を
演
奏
し
会
場
も
手
拍
子
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
山
本
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
９
月
13
日
に
、
山

本
文
化
館
に
て
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

続
く
長
信
田
太
鼓
は
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
太
鼓
日

本
一
決
定
戦
に
出
場
し
た
曲
「
颯は

や
て
」
な
ど
3
曲
を
披
露
。

　

地
元
に
元
気
と
感
動
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
熱
く

伝
わ
る
演
奏
に
会
場
は
興
奮
し
ま
し
た
。

じゅんさい食べて。。。。「おいしい！」

出店の明かりも祭りをにぎやかに演出

もんたよしのりさん
名曲「ダンシングオールナイト」
に会場はしびれました！

「もんたよしのりさ
んとのトークはとて
も緊張しました」

池内会長（写真左）

長信田太鼓

山本中学校吹奏楽部

広報 みたね
mitane town
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飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
７月中 H27累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数　 １件 ４件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ２件
全県市町村順位（25市町村中）23位（前月23位）→

飲酒運転は絶対やめましょう！

能
代
市
山
本
郡

消
防
競
技
大
会

ポンプ車操法の部　琴丘支団　第１分団

小型ポンプ操法の部　山本支団　第４分団　豊岡班

【
規
律
訓
練
の
部
】

　

第
２
位　

山
本
支
団　

第
１
小
隊

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

　

第
１
位　

琴
丘
支
団　

第
１
分
団

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

第
１
位　

山
本
支
団　

第
４
分
団　

豊
岡
班

第
４
位　

八
竜
支
団　

第
２
分
団　

鵜
川
班

【
個
人
賞
】

●
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

２
番
員
：
琴
丘
支
団　

第
１
分
団　

國
柄
清
樹

３
番
員
：
琴
丘
支
団　

第
１
分
団　

加
藤
一
喜

４
番
員
：
山
本
支
団　

第
３
分
団

　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸
ノ
沢
班　

安
田
一
哲

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

指
揮
者
：
山
本
支
団　

第
４
分
団

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
班　

班
長　

信
太
良
行

　

優
勝
し
た
琴
丘
支
団
第
１
分
団
と
山

本
支
団
第
４
分
団
豊
岡
班
は
、
９
月
４

日
に
秋
田
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
る
秋

田
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

規律訓練の部　山本支団　第１小隊

９
月
21
日
〜
30
日

秋
の
交
通
安
全
運
動

◆
運
動
の
基
本

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」

◆
運
動
の
重
点

１　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の

着
用
の
推
進
及
び
自
転
車
前
照

灯
の
点
灯
の
徹
底
）

２　

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

３　

飲
酒
運
転
の
根
絶

４　

横
断
歩
行
者
の
交

通
事
故
防
止
（
特

に
、
横
断
歩
道
に

お
け
る
歩
行
者
優

先
の
徹
底
）

交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
・
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

９
月
30
日
は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」で
す

　

毎
年
、
多
く
の
人
が
交
通
事
故
に

よ
り
死
傷
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
記
録
の
残
る
昭
和
43
年
以

降
、
毎
日
、
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
に

対
す
る
国
民
の
意
識
を
一
層
高
め
る

た
め
に
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
な
ど

交
通
事
故
に
注
意
し
て
行
動
し
、
交

通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

平成26年中の秋田県内の交通事故（カッコ内は平成25年中）
発生件数 2,270件（2,518）件 △248件
死 者 数 37人（     48）人 △  11人
負傷者数 2,819人（3,146）人 △327人

　

７
月
26
日
、
能
代
港
下
浜
岸
壁
埠

頭
で
能
代
市
山
本
郡
消
防
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
、
各
市
町
村
を
勝
ち
抜

い
た
消
防
団
が
出
場
し
、
消
防
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
琴
丘
支
団
第
１
分
団
が
３
連

覇
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
山

本
支
団
第
４
分
団
豊
岡
班
が
２
連
覇

を
達
成
、
同
じ
く
八
竜
支
団
第
２
分

団
鵜
川
班
が
第
４
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

規
律
訓
練
の
部
で
は
、
山
本
支
団

第
１
小
隊
が
２
位
と
な
る
な
ど
、
三

種
町
消
防
団
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

平成27年9月 8



特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

次
の
日
程
に
よ
り
特
設
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
名
誉
や
信
用

を
傷
つ
け
ら
れ
た
、
押
し
つ
け
や
嫌
が

ら
せ
、
結
婚
や
就
職
時
の
不
当
な
差

別
、
い
じ
め
、
登
記
問
題
な
ど
。
困
り

ご
と
や
悩
み
ご
と
等
を
抱
え
て
い
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、

　
　
　
　
　

秘
密
は
守
り
ま
す

と　

き　

９
月
２
日　
10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

人
権
擁
護
委
員
（
八
竜
地
域
）

　

見
上　

雅
子
、
成
田　

隆
道
、

　

工
藤　

富
直

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
５

秋
田
地
方
法
務
局
能
代
支
局

（
☎
５
４
―
４
１
１
１
）
で
は
、

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま

で
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
な

ど
の
、
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
専
用
相
談
電
話
に
て
人
権

擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

強
化
期
間

　

９
月
７
日
〜
９
月
13
日

受
付
時
間

•

７
日
〜
11
日

　

８
時
30
分
〜
19
時

•

12
日
、
13
日

　

10
時
〜
17
時

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

相談は無料で
秘密は厳守します。

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

三
種
町
敬
老
式
の
ご
案
内

敬
老
式
日
程

と　

き  　

10
月
14
日（
水
）

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ  　
山
本
体
育
館

※
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
敬
老
式
は
、
数
え
歳
で
70

歳
（
初
敬
老
）、
77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
山
本
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、

お
弁
当
と
お
飲
物
を
準
備
い
た
し
ま

す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
ご
案
内
を
差
し
あ

げ
ま
す
の
で
、
往
復
は
が
き
で
９
月
18

日
ま
で
に
出
欠
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
ま
た
は
琴
丘
・
山
本
総

合
支
所
地
域
生
活
係

　

福
祉
課　

☎
８
５
―
２
１
９
０

　

琴　

丘　

☎
８
７
―
３
５
１
６

　

山　

本　

☎
８
３
―
２
１
１
５

◆
金
婚
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

敬
老
式
に
お
い
て
、
金
婚
者

に
記
念
品
を
贈
呈
し
お
祝
い
し

ま
す
の
で
今
年
金
婚
を
迎
え
ら

れ
る
ご
夫
婦
（
昭
和
40
年
に
結

婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
は
、
９
月

18
日
ま
で
に
福
祉
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
地
域
生
活
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
婚
式
該
当
者
に
つ

い
て
は
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方

の
み
後
日
ご
案
内
を
差
し
あ
げ

ま
す
。

平
成
27
年
度

広報 みたね
mitane town
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■
助
成
対
象

　

①
三
種
町
に
住
所
を
有
す
る

じ
ゅ
ん
さ
い
栽
培
農
家

　

②
町
内
の
加
工
業
者
、
直
売
所
、
仲

買
等
に
出
荷
し
た
も
の

（
個
人
売
買
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
助
成
金

じ
ゅ
ん
さ
い
１
㎏
当
た
り
50
円

■
申
請
方
法

　

印
鑑
と
通
帳
（
振
込
先
）
及
び
出
荷

数
量
証
明
書
※
を
持
参
の
う
え
、
役
場

農
林
課
又
は
各
総
合
支
所
地
域
整
備
係

で
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

世
帯
一
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
世
帯
単

位
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
荷
数
量
証
明
書
は
、じ
ゅ
ん
さ
い
の

出
荷
数
量
を
証
明
す
る
書
類
と
な
り

ま
す
の
で
出
荷
先
の
加
工
業
者
、
直

売
所
、仲
買
等
か
ら
証
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。証
明
書
様
式
は
下
記
問

い
合
わ
せ
先
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
会
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
政
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
６

　

琴
丘
総
合
支
所 

地
域
整
備
係

　

☎
８
７
―
２
１
１
４

　

山
本
総
合
支
所
地
域
整
備
係

　

☎
８
３
―
２
１
１
３

三
種
町
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

設
置
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

○
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
こ
の
事
業
に
よ
る
補
助
金
は
、
一
世

帯
、
一
事
業
者
又
は
一
団
体
等
に
つ

き
一
台
か
ぎ
り
と
す
る
（
事
業
所
が

一
体
と
な
っ
て
い
る
建
物
に
つ
い
て

は
、
一
世
帯
も
し
く
は
一
事
業
所
と

み
な
す
）

補
助
金
の
額

○
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
額
と
し
、
上
限
は
10
万
円
。

申
込
方
法

○
交
付
申
請
書
及
び
見
積
書
の
写
し
等

添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
対
象
者
を
決

定
し
ま
す
。助
成
対
象
者
と
な
っ
た
方

に
交
付
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

企
画
係　

　

☎
８
５
―
４
８
１
７

補
助
対
象

○
木
質
ペ
レ
ッ
ト
又
は
籾
殻
ペ
レ
ッ
ト

等
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の

○
新
規
品
（
未
使
用
品
）
で
あ
る
も
の

○
既
に
設
置
工
事
に
着
手
し
て
い
る
も

の
及
び
既
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な

い
こ
と

○
平
成
28
年
の
２
月
末
日
ま
で
に
所
定

の
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
工
事

補
助
対
象
者

○
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
自
ら
居

住
す
る
住
宅
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
す
る
も
の

○
町
内
に
主
た
る
事
業
所
、
営
業
所
を

有
し
、
当
該
事
業
所
に
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
も
の

○
自
治
会
そ
の
他
町
長
が
適
当
と
認
め

る
団
体
で
町
内
の
活
動
拠
点
施
設
に

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
も

の
○
同
一
世
帯
に
属
す
る
者
全
員
が
町
税

等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
り
、地
球
温
暖
化
防
止
及

び
町
民
の
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、町
が
住
宅
な
ど
に
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
方
へ
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

じ
ゅ
ん
さ
い
生
産
農
家
の
皆
様
へ 

じ
ゅ
ん
さ
い
日
本
一

生
産
数
量
助
成
事
業

　

町
で
は
、
町
内
の
加
工
業
者
等

に
出
荷
し
た
じ
ゅ
ん
さ
い
の
出
荷

数
量
に
応
じ
て
㎏
50
円
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

平成27年9月 10

広告



三 浦 塗 装

キレイ！安い！！見積無料！！

一級建築塗装技能士

代表　三浦　昌樹
20万円以上の工事で補助金あります

三種町森岳字槻田60  TEL83－2477  FAX88－8044

広告 個別訪問リハ・機能訓練個別訪問リハ・機能訓練個別訪問リハ・機能訓練個別訪問リハ・機能訓練

（有）ケアサプライ
代表　 石川  佐智子 〈作業療法士〉

　　　　　佐々木  秋一 〈機能訓練指導員〉

佐々木整骨院佐々木整骨院
三種町森岳字町尻12-2　TEL 83-2933

（保険外・自費）
自宅等に訪問しリハビリ・機能訓練をおこないます

TEL 83-4633TEL 83-4633
病気やケガの後遺症・腰痛、ひざ痛等   予約制

営業
時間

平日朝８時30分～夜７時まで
（小・中・高生 夜７時30分まで営業）
但し 夜７時～７時30分は要予約

広告

を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公

開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま

す
。　　

 

抽
選
予
定
日　

10
月
５
日

入
居
予
定
日　

10
月
19
日

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
役
場 

建
設
課

　

☎
８
５
ー
４
８
２
０

　

琴
丘
総
合
支
所 

地
域
整
備
係

　

☎
８
７
ー
２
１
１
４

　

山
本
総
合
支
所 

地
域
整
備
係

　

☎
８
３
ー
２
１
１
３

 
入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
込
み
し
た
日
に
お
い
て
、

収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持

ち
家
等
が
な
い
こ
と
。

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と
。（
同

居
者
含
む
。）

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

 

申
込
方
法 

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
及
び
各
総

合
支
所
の
地
域
整
備
係
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て

建
設
課
又
は
各
総
合
支
所
の
地
域
整
備

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

申
込
期
間

　

９
月
１
日
か
ら
９
月
15
日
ま
で

（
期
限
厳
守
）

・
但
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は

受
付
け
し
ま
せ
ん
。

・
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

分
ま
で
で
す
。

 

選
考
方
法

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の

度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数

募集住宅の概要

住　宅　名 川尻住宅（八竜地域）

所 在 地 川尻字熊屋敷130-19

構造及び間取り 木造２階建て３LDK（79.60㎡）

募集戸数 １戸　平成15年度　完成

予定家賃 19,200円～28,600円

敷　　金 家賃の３ヶ月分

住　宅　名 八竜東住宅

所 在 地 鵜川字東本田41番１号

構造及び間取り 木造２階建て３LDK（78.60㎡）

募集戸数 １戸　平成６年度　完成

予定家賃 16,900円～25,200円

敷　　金 家賃の３ヶ月分

住　宅　名 八竜東住宅

所 在 地 鵜川字東本田41番１号

構造及び間取り 木造２階建て３LDK（79.90㎡）

募集戸数 １戸　平成7年度　完成

予定家賃 17,700円～26,400円

敷　　金 家賃の3ヶ月分

広報 みたね
mitane town
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平成27年10月５日
マイナンバー制度スタート

申請書には、以下の書類を添付してください。

●申請者の本人確認書類
　（運転免許証、健康保険証等のコピー）

●居所に居住することを証する書類
（賃貸借契約書、権利書、医療機関・施設等が発行す
る入院・入所を証明する書類、公共料金の領収書等）

●代理人の代理権を証明する書類のコピー
　（法定代理人の場合・戸籍謄本等、資格を
証明する書類）
　（任意代理人の場合・委任状）

●代理人の本人確認書類のコピー
　（代理人が申請する場合）

　平成27年10月５日以降順次、住民票の住所地にご自身のマイナンバーが記載
された「通知カード」が送付されます。

　やむをえない事情で住民票の住所地と異なるところにお住まいのかたは、別途、手続きをしていただくこ
とで現在お住まいのところで通知カードを受け取ることができます。

　「通知カードの送付先に係る居所登録申請書」に氏名、居所、やむを得ない理由などの情報を記入してく
ださい。
※申請書は三種町役場町民生活課、山本総合支所地域生活係、琴丘総合支所地域生活係にある他、総務省ホー
ムページなどで入手又はダウンロードできます。

 9月25日まで（持参又は必着）に、申請書を住民票のある市区町村
に郵送または窓口に持参してください。

①東日本大震災で被災し、住民票の住所と異なるところへ避難している方
②ＤＶ等被害者で、住民票の住所と異なるところにお住まいの方
③10月５日以降、長期間にわたって入院又は施設入所することが見込ま
れる一人暮らしの方
④上記以外の方でやむを得ない理由により住所地において通知カードの送付を
受けることができない方

やむを得ない理由により住民票の住所地で通知カードを受け取れない方へ

居所登録申請の仕方

◆問い合わせ先　町民生活課　☎85－4825

申請が
必要な方

登録はお早めに

マイナンバー

住宅、外構、20万円以上の工事で補助金使えます。住宅、外構、20万円以上の工事で補助金使えます。
一級建築大工技能士 佐藤 良剛・圭悟

三種町鵜川字内田96－5　TEL・FAX 85－2257

住宅の改善工事・塗装・外装工事・水道工事請け負います

太陽光発
電の今、

ご相談下
さい。太陽光発
電の今、

ご相談下
さい。太陽光発
電の今、

ご相談下
さい。

え びす工務店

広告

平成27年9月 12



総務省・秋田県・三種町

　平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできない
データを得るために実施いたします。
　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活
環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

　今回の調査では、先にインターネット（パソコン・タブレット・スマートフォン）での回答
を受け付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して調査を行いま
す。紙の調査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出いただけます。

　「スマート国勢調査」にご協力お願いします。
　９月10日ころから調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますのでインター
ネットでの回答にご協力ください。

国勢調査については、「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

　　　http://kokusei2015.stat.go.jp/

 国勢調査は、平成27年10月１日現在 
 日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

◆問い合わせ先　企画政策課　情報統計係　☎85－4818

国勢調査2015 検索

仕事などで日中不在がちにすることの多い世帯であっても、期間中（９／10～９／20）
はいつでもお好きな時間に回答でき、紙の調査票の提出が不要となります。

メリットは？

スマート国勢調査！
平成27年国勢調査を実施します

株式
会社ジェイエイ山本葬祭センター

入会随時受付中

ジェイエイ葬祭クオーレは、どなたでもご利用頂けます

年中
無休

24時間
受付

総合
案内

もしもの時、「みどりの会」がお役に立ちます

◎一般価格からの割引です　※他、特典多数ございます

贈答用
生花

特典特典
4 10％割引特典特典

1 20％割引ホール葬
コース料金

特典特典
2 20％割引自宅葬儀
祭壇

引出物特典特典
3 20％割引20％割引（一部割引対

象外品あり）

ご来館が困難な方やご説明だけの方も
お気軽にご連絡下さい。

入会金は一家族（一団体）10,000円（税込）のみ
一度ご入会いただくとその世帯の会員資格は永久に継続されます。

広告

広報 みたね
mitane town
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　任期満了に伴う三種町農業委員会委員一般選挙は、無投票によ
り18人の当選が確定し、各団体の推薦委員４人を加えた22人の
農業委員会委員が決定しました。　
　また、７月28日、選挙後初となる農業委員会総会が農政庁舎
で開催され、役員の互選が行われました。その結果、会長には豊
田實氏が再任されたほか、会長職務代理者には関正信氏が指名推
薦により選出されました。
　なお、委員の任期は平成30年７月29日までの３年間となって
います。

①田中　　靖 委員
（55・外岡羽立・土地改良推薦）

②伊藤　秋夫 委員
（64・芦崎）

③佐々木　亨 委員
（39・萱刈沢）

④珍田喜美男 委員
（65・外岡羽立）

⑤田中　武晴 委員
（50・鵜川）

⑯志戸田武夫 委員
（65・豊岡）

⑰檜森　茂樹 委員
（62・浜田）

⑳佐藤　久男 委員
（58・二ッ森）

㉑大山善治郎 委員
（64・浜鯉川）

⑲見上　　陵 委員
（57・鹿渡中沢）

⑥加賀谷幸悦 委員
（56・大口）

⑦川上　義英 委員
（56・塚ノ岱）

⑧三上　敬吉 委員
（64・木戸沢）

⑨堺谷　直樹 委員
（46・森岳中沢・議会推薦）

⑩児玉　校也 委員
（57・鹿渡新屋敷）

⑪大山　久典 委員
（61・浜鯉川・共済推薦）

⑫伊藤ユウ子 委員
（66・鹿渡新屋敷・農協推薦）

⑬小山内重正 委員
（65・長面）

⑭渡部　整悦 委員
（62・志戸橋）

⑮小澤　達美 委員
（64・達子）

㉒豊田　　實 会長
（65・泉沢）

三種町農業委員会総会

⑱関　　正信 
（61・川尻）

会長職務
代 理 者

指名推薦により会長に豊田　實 氏を再選

平成27年9月 14



想

よ
。」

　

子
供
達
の
柔
軟
性
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
が
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の
柔
軟
性
に

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が

隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
若

い
人
の
行
動
に
は
旧
来
型
の
古
い
タ
イ

プ
の
人
間
の
理
解
を
超
え
た
と
こ
ろ
が

あ
り
、
そ
れ
は
新
し
い
価
値
観
・
考
え

方
に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
若
者
達
の
働
き
方
や
生
き
方
を

理
解
す
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
来
ま
す
し
、
こ
の
地
域

に
活
気
を
も
た
ら
す
の
は
間
違
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

体
に
は
気
を
つ
け
て
お
元
気
で
お
過
ご

し
下
さ
い
。

　

本
町
の
小
中
学
生
は
勉
強
に
ス
ポ
ー

ツ
に
実
に
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
方
、
監

督
・
コ
ー
チ
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
私
か
ら
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
頑
張
り
の
中
で
特
定
の

チ
ー
ム
を
紹
介
す
る
こ
と
は
お
叱
り
を

受
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
小
規
模

校
、
そ
し
て
合
同
チ
ー
ム
と
い
う
ハ
ン

デ
を
克
服
し
て
見
事
、
女
子
ミ
ニ
バ
ス

の
全
県
大
会
で
優
勝
し
、
東
北
大
会
に

出
場
し
た
下
岩
川
ゴ
ー
ル
デ
ン
ヒ
ル
ズ

の
皆
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
バ
ス
の
ル
ー
ル
は
私
も
最
近
よ

う
や
く
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
第
３

ク
ォ
ー
タ
ー
ま
で
10
人
の
選
手
が
出
場

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
そ

の
結
果
、
10
人
に
満
た
な
い
チ
ー
ム
は

出
場
で
き
な
く
、
ま
た
、
人
数
が
足
り

た
と
し
て
も
高
学
年
の
選
手
が
少
な
け

れ
ば
中
・
低
学
年
も
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ル
ー
ル
で
す
。
合
同
チ
ー
ム
の

編
成
も
同
じ
中
学
校
区
に
所
在
す
る
小

学
校
と
い
う
「
し
ば
り
」
が
あ
り
、
下

岩
川
小
と
金
岡
小
は
選
手
の
減
少
か
ら

１
月
に
両
校
の
チ
ー
ム
を
統
合
し
て

「
下
岩
川
ゴ
ー
ル
デ
ン
ヒ
ル
ズ
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。

　
「
合
同
チ
ー
ム
」
と
は
簡
単
に
言
っ

て
も
違
う
学
校
の
生
徒
同
士
、
最
初
は

な
か
な
か
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
練
習
場
へ

の
送
り
迎
え
を
含
め
て
監
督
さ
ん
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
選
手
達
自
身

が
い
ろ
い
ろ
苦
労
の
末
こ
こ
ま
で
来
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

役
場
へ
も
何
回
も
優
勝
報
告
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
玄
関
ホ
ー

ル
で
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

子
供
達
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
に
苦
労

を
克
服
し
て
き
た
者
の
持
つ
頼
も
し
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

私
は
子
供
達
を
励
ま
す
た
め
に
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
は
黄
金
の
４
年
間
『
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
』
と
言
わ
れ
る
年
齢

に
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
イ
ジ
っ

て
何
な
の
と
言
う
と
、
動
作
を
頭
で
理

解
し
て
体
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
見

た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま
の
イ
メ
ー
ジ
に

従
っ
て
体
全
体
で
技
術
を
吸
収
で
き
る

の
で
す
。
あ
れ
？
こ
ん
な
こ
と
こ
の
前

出
来
た
っ
け
？
そ
の
く
ら
い
、
ド
ン
ド

ン
新
し
い
こ
と
を
吸
収
で
き
る
時
期
で

す
。
色
々
な
技
術
を
す
ぐ
に
習
得
で
き

る
、
ま
さ
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
あ

る
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
い
て
下
さ

い
。
皆
さ
ん
は
益
々
上
手
に
な
り
ま
す

町
長　

三　

浦　

正　

隆

「
地
方
を
変
え
て
い
く
も
の
」

下岩川ゴールデンヒルズのみなさん

広報 みたね
mitane town
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年金
だより
年金
だより

国民年金保険料「10年の後納制度」は
９月30日まで

　「10年の後納制度」は、過去10年間に納め忘れた国民年金保険料を納付することができるしくみです。
　（本来、国民年金保険料は２年を経過すると時効により納付することができません）
　この制度を利用すれば、将来の年金額を増やすことができます。
　「10年の後納制度」は、平成27年９月30日をもって終了します。終了後、平成27年10月１日から
３年に限り、過去５年間に納め忘れた国民年金保険料を納付することができる「５年の後納制度」が
始まりますが、10年の後納制度よりも納付できる期間が短く、保険料の加算額が大きくなります。
　なお、老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。
　後納制度を利用するには、申込みが必要です。詳しくは「国民年金保険料専用ダイアル」（0570－
011－050）またはお近くの年金事務所へお問い合わせください。

◆問い合わせ先
秋 田 年 金 事 務 所　☎018－865－2379　健康推進課国保年金係　☎0185－85－2137
琴丘総合支所地域生活係　☎0185－87－3516　山本総合支所地域生活係　☎0185－83－2115

「わたしと年金」エッセイ募集中
～あなたと公的年金のエピソードをお聞かせください～

　日本年金機構では、広く国民のみなさまに公的年金制度との関わりをあらためて考えていただく機
会として、「わたしと年金」をテーマに、応募者ご自身やご家族との公的年金制度の関わりや公的年
金の大切さなどに関するエピソードを募集しています。
　募集した作品の中から、厳正な審査のうえ、表彰状の授与および記念品を贈呈するほか、日本年金
機構ホームページに受賞者とその作品を掲載します。また、受賞作品を冊子にして、全国の年金事務
所へ設置する予定です。
　たくさんの応募をお待ちしております。
　募集要項は日本年金機構ホームページをご確認ください。

●主催、後援
主催：日本年金機構
後援：厚生労働省、文部科学省、全国高等

学校長協会、全国都道府県教育委員
連合会

●応募資格
一般、学生・生徒（中学生以上）

●応募〆切
平成27年９月18日(金) 〆切日消印有効

●提 出 先
〒168－8505
東京都杉並区高井戸西３－５－24
日本年金機構サービス推進部サービス推進グ
ループ「わたしと年金」担当

平成27年9月 16



９
月
６
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で

救
急
医
療
週
間
で
す
。

救
急
車
は
命
を
助
け
る
た
め
に

　

能
代
山
本
地
域
の
救
急
出
場
件
数
は
連
続
で

３
千
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
緊
急
性

が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
急
車
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
誰
で
も
平
等

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
軽
い
病
気
や

け
が
で
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、
重
症
患
者
さ
ん

の
搬
送
に
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
適
切
な
救

急
車
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

命
の
リ
レ
ー
は
あ
な
た
か
ら

　

成
人
の
突
然
死
の
主
な
原
因
は
…

急
性
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
心
停
止
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
初
期
症
状
に
気
付
き
、
少
し
で
も
早
く
救
急

車
を
要
請
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
救
命

講
習
を
受
講
し
、
病
気
や
緊
急
性
を
判
断
す
る
た

め
の
知
識
を
身
に
付
け
、
も
し
も
の
た
め
の
心
肺

蘇
生
法
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
の
勇
気
と
、
救

命
に
関
す
る
知
識
・
経
験
が
、
大
切
な
人
の
命
を

救
い
ま
す
。

◆問い合わせ先　三種消防署　救急担当　☎85－3100

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

•●● 救命の連鎖 ●●•

心停止の予防 心停止の早期
認識と通報

一次救命処置
(心肺蘇生とＡＥＤ)

二次救命処置と
心拍再開後の集中治療

防
災
学
習
会

災害はいつ起こるか
分かりません！
地域の防災を学びましょう！

　

連
合
婦
人
会
主
催
に
よ
る
、
防
災
学

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

と　

き　

９
月
６
日

　
　
　
　

 

９
時
〜
正
午

 

と
こ
ろ

　

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

 

内　

容

　

•

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
よ
る
講
話

　

•

三
種
町
の
防
災
の
取
組
に
つ
い
て

　
•

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
体
験

　
•

婦
人
会
に
よ
る
炊
き
出
し

 
参
加
費　

無　

料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
連
合
婦
人
会

　

☎
８
７
―
２
１
１
３

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

　

☎
８
３
―
２
２
２
１

地
域
の
防
災
を
学
ぼ
う
！

災害はいつ起こるか
分かりません！
地域の防災を学びましょう！

と　

き　

９
月
５
日

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

内　

容

•

「
歌
声
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

八
峰
町
エ
フ
リ
ー
田
吾
作

　
（
14
時
〜
14
時
25
分
）

•

浅
野
梅
若
社
中
一
行
に
よ
る

　

民
謡
シ
ョ
ー

（
14
時
30
分
〜
〜
15
時
30
分
）

•

屋
外
ゲ
ー
ム
（
13
時
〜
14
時
）

•

喫
茶
コ
ー
ナ
ー（

13
時
〜
15
時
）

•

室
内
展
示（

13
時
〜
15
時
30
分
）

第
31
回

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

い
な
ほ
祭
り

広報 みたね
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保健センター
☎83－5555

　

町
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
ク
ー
ポ
ン
券
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
方
で
、
ま
だ
利
用
し

て
い
な
い
ク
ー
ポ
ン
券
が
あ
る
方
に

「
秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団　

が
ん
検

診
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
、
が
ん
検
診
の
受
診
を
電
話
に
よ
り

お
勧
め
し
ま
す
。

●
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
対
象
者

下
記
表
に
該
当
す
る
方
で
、
８
月
末

現
在
、
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
ク
ー

ポ
ン
券
が
あ
る
方
。

●
電
話
連
絡
の
期
間

　

９
月
28
日
〜
10
月
２
日

●
電
話
の
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
日
中
不
在
の

場
合
は
、
17
時
15
分
〜
19
時
45
分
）

☆
「
秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団　

が
ん

検
診
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

《
☎
０
１
８
―
８
８
４
―
５
５
３
１
》

か
ら
電
話
が
い
き
ま
す
。

〜
お
願
い
〜

①
ク
ー
ポ
ン
券
を
な
く
さ
れ
た
方
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
下
さ
い
。

②
職
場
検
診
の
受
診
等
に
よ
り
ク
ー
ポ

ン
券
を
利
用
し
な
い
方
は
、
９
月
10

日
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ご
連

絡
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
受
診
勧
奨

の
お
電
話
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方
で
、
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
い
な
い

方
に
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
（
個
別
受
診
勧
奨
）
事
業
を
実
施
し
ま
す

＊クーポン券の対象となる方 ※年齢は、平成27年４月１日現在

年齢 生　年　月　日 胃がん 大腸がん 乳がん（男女）（男女）
40歳 昭和49年４月２日～昭和50年４月１日 ○ ○ ○
45歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日 ○ △
50歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日 ○ ○ △
55歳 昭和34年４月２日～昭和35年４月１日 ○ △
60歳 昭和29年４月２日～昭和30年４月１日 ○ △

★乳がん検診の対象者について
○印 対象年齢すべての方が対象となります

△印
過去５年度（平成22～26年度）に町の乳がん検診を受けていな
い方（集団検診の他、人間ドックや医療機関方式で町の助成を受
けていない方）が対象となります

◆
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
の
皆
様
へ

地
域
包
括

  

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

だ
よ
り

「
膝
ら
く
教
室
」

　
　
　

  

参
加
者
募
集

長
年
正
座
し
た
こ
と
が
な
い
方

は
是
非
参
加
を
！

●
内　
　

容

　

膝
痛
の
治
療
で
は
な
く
、
膝

痛
の
緩
和
や
予
防
を
目
的
と
し

た
教
室
で
す
。

●
対
象
者

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
方
で
、
現
在
膝
に

痛
み
や
違
和
感
の
あ
る
方

●
持
ち
物

　

運
動
で
き
る
服
装
と
内
ズ
ッ

ク
、
タ
オ
ル
や
水
分
補
給
が
で

き
る
も
の

●
と　
　

き

毎
回
月
曜
日
（
全
７
回
）

10
時
〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

　

１
１
０
０
円（
触
覚
ボ
ー
ル
代
）

50
％

がん検診
愛する家族への
贈り物

～年に一度は検診を
受けましょう～

平成27年9月 18



お金の何でも相談会 こころの（ストレス）相談会
実  施  日 9月26日（土） 9月28日（月）
会　   場 三種町保健センター 三種町保健センター
相 談 時 間 13時 ～ 1名  ・  14時 ～ 1名  ・  15時 ～ 1名  ・  16時 ～ 1名

申込み方法 ※原則　予約制ですが、当日の申し込みでも結構です。
　当日の場合は順番により、お待ちいただく場合があります

予  約  先 三種町保健センター（☎ 83－5555　FAX 83－3857）
秋田なまはげの会　相談アドバイザー
（相談内容により司法書士）

臨床心理士　　成　田　ひとみ 氏
（秋田県臨床心理士会理事・臨床動作士）

・借金や債務のこと
・相続の事
・年金の事
・成年後見制度
・賃借　　　　　などお金に関すること

　成田さんは秋田市の母子支援ハウス心理相談員、
スクールカウンセラー、3歳児健診スタッフとし
てもご活躍されています。
・心の中に思っていること、お話しに来ませんか？
・ご家族がおいでになっても結構です
・ストレスチェック

※秘密は厳守します。

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

秋
田
県
の
自
殺
率
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
を
脱
却
し
ま
し
た

保健センターが開催する9月の無料相談会のお知らせ
～ 悩まずお気軽にご相談ください ～

こころ通信

こころちゃん　

平
成
26
年
の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
に
お
い
て
は
、

秋
田
県
の
自
殺
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
を
脱
却
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
秋
田
県
警
統
計
に
よ
る
と
、
27
年
5
月

末
発
表
さ
れ
た
自
殺
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
依
然
憂
慮

さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※平成27年５月末　秋田県警統計より

年　別 平成27年 平成26年 増　　減
自殺者数 112人 99人 13人

月別・男女別
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 計

男 14 16 21 17 16 84
女 6 5 3 9 5 28
計 20 21 24 26 21 112

年代別
20歳未満 2
20歳代 13
30歳代 8
40歳代 10
50歳代 25
60歳代 16
70歳代 18
80歳以上 20

〇昨年に比べ、３月は減少したが、他の月は増
加している

〇男女別では男性が女性の３倍となっている

〇働き盛りの50歳代が最も多く、次いで80歳
以上、70歳代となっている

〇20歳未満、20歳代の若者の自殺者は15人と
なっている

●
定　
　

員　

先
着
15
名

●
申
込
期
限　

９
月
15
日

◆
申
し
込
み
先

福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
８
５
―
４
８
３
５

膝らく教室開催日
回数 １回目 ２回目 ３回目

月日 10月26日 11月９日 11月30日

回数 ４回目 ５回目 ６回目

月日 12月14日 １月18日 ２月15日

回数 ７回目

月日 ３月14日 触覚ボールを
使っているところ

広報 みたね
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クアオルトに
よる

いきいきプロ
ジェクト

◆問い合わせ先　企画政策課　クアオルト推進室　☎85－4817

トト

　クアオルト推進室では、町内の温泉施設や総合体育館などを拠点として、
町の自然環境や地形を活かした運動プログラムと、町の食材を活かした健
康食や温泉入浴などを組み合わせ健康づくりに取り組んでいきます。
　その中でも、ドイツのクアオルトで行われている治療法『気候性地形療
法』を取り入れたウオーキングを中心に、健康づくりをし、日本クアオル
ト研究機構からのクアオルトウオーキングコース認定を目指しています。
　今回は、その中で『気候性地形療法』についてご紹介します。

気候性地形療法

　ウオーキングが身体によいことは、テレビ等の情報でよく知られており、たくさんの方が行っています。
　その効果に気候の要素が加わることで、図のように様々な複合効果があります。ぜひ、気候性地形療法を
取り入れたウオーキングにもご参加ください。

＋

クアオルトウオーキングのポイント

•ぜえぜえと、息が上がらないペースで
•心拍数を計測し、歩くペースを調整
　一分間の心拍数が目標心拍数より
　　多　　　　い ➡ 歩くペースをゆっくりに
　　だいたい同じ ➡ そのままのペースで
　　少　な　い ➡ 歩くペースを上げる　
　　　　　　　　　  腕を大きく振る
　　　　　　　　　  おしゃべりをする

•衣服で調整し、やや冷える感覚で肌を冷たくさらさらにす
ることで、皮膚の毛細血管が収縮し、血液は筋肉へ移動
　　　　　⬇
　酸素と栄養がいきわたり筋力増強
　　　　　⬇
　持久力の向上が２倍に

体表面は冷たくさらさらで２倍の運動効果「目標心拍数＝160－年齢」で楽しく、
がんばらないウオーキング

野山などを歩く運動療法
●凸凹があり滑らないように考える土の道は、運
動と五感の活用がされ、大腿筋の強化にもなり
ます。生活習慣病・認知症・メンタルヘルスな
どへ様々な複合効果があります。

●心のバランスを整える働きがある神経伝達物質
のセロトニンの分泌が活性化され、夜に、睡眠
ホルモンのメラトニンに変換されることで、十
分な睡眠をとることができ、体の免疫力アップ
に効果があります。

●太陽光（紫外線β波）
骨の形成に必要なビタミンＤの合成・免疫力活性化
●可視光線
身体の24時間リズムの調整・深い睡眠・季節
性の気分障害へ影響 
●清浄な空気
呼吸器系への影響・アレルギーへの影響
●冷気と風
自律神経系への影響・体温調節

気 候 の 要 素

クアオルト
ドイツ語で「療養地・健康保養地」
という意味

気候性地形療法
野山などを歩く運動療法に気候の
要素をプラスした治療法
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７
月
25
日
、
内
鯉
川
自
治
会
（
田
中 

敏
勝

会
長
）
主
催
の
第
１
回
内
鯉
川
自
治
会
長
杯
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
、
み
た
ね

鯉
川
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
子
供
達
の
健
全
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
地
区
住
民
に
も
「
元
気
」
と
「
活
力
」
を

与
え
て
活
性
化
し
た
い
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
三
種
町
か
ら
八
竜
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
能
代
市

か
ら
二
ツ
井
マ
ジ
ッ
ク
、
潟
上
市
か
ら
天
王
の

３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
長
谷
川

誠
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
講
師
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
も

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
子
供
達
は
真
剣
に
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

「
北
の
縄
文
鉱
山
〜
上
岩
川
遺
跡
群
」
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ

内
鯉
川
自
治
会
長
杯

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会

　

縄
文
時
代
の
東
北
地
方
で
、
石
器
づ

く
り
の
主
要
な
石
材
で
あ
っ
た
珪け
い

質し
つ

頁け
つ

岩が
ん

。

　

そ
れ
を
掘
り
出
し
加
工
し
て
い
た
遺

跡
が
日
本
で
初
め
て
、
上
岩
川
で
見
つ

か
り
ま
し
た
。

　

上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ
（
畠
山
正

徳
会
長
）
で
は
、
郷
土
の
文
化
財
の
学

習
と
活
用
を
目
指
し
て
、
発
掘
・
調
査

研
究
に
あ
た
っ
た
吉
川
耕
太
郎
さ
ん
を

●
時　

間　

12
時
〜
13
時

●
会　

場　
上
岩
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

３
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

上
岩
川
中
央
熟
年
ク
ラ
ブ

　
（
会
長 

畠
山
正
徳
）

　

☎
８
８
―
２
２
５
１

三
種
町
新
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
活
動
紹
介

岩
川
地
鶏
う
ど
ん
と

　
　
　
　

お
に
ぎ
り
教
室

同
時
開
催

講
師
に
招
き
、
講
話
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
現
地
学
習
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

９
月
６
日　

９
時
〜
15
時

●
と
こ
ろ　

上
岩
川
地
域
セ
ン
タ
ー

（
旧
上
岩
川
小
学
校
）

●
日　

程

　

開　

場　
　

９
時

　

開
会
式　
　

９
時
45
分

　
講
話
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

10
時
〜
12
時

　

現
地
学
習　

13
時
〜
15
時

珪質頁岩

８月21日に、吉川さんと事前学習と
打ち合わせを行いました。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形も行います）

　この度、ドラゴンクリニックにて三種町の地域医療に尽
力することを決意しました。これまでの総合病院での循環
器内科と整形外科での診療経験を武器に、皆様の医療を
サポート致します。また、自分のアスリート経験を生かし、
スポーツドクターとしてスポー
ツ選手をサポート致します。当

院併設介護施設では皆様の生活を支援し、訪問
診療や終末期の看取りを積極的に行います。優
しくおおらかな性格です。皆様のかかりつけ医と
して、どんなことでも相談してください！

新しい体制に変わります。

ドラゴンクリニック

院長　菊　地　次　郎

医療法人　秋田愛心会

（　　　　　　　　　）元山本組合総合病院　循環器科
前山形徳洲会病院　整形外科

月・火・木・金曜日 午後６時まで

詳しくは85-4666までお電話ください。

水・土曜日 正午まで診療

三種町に
腰を据えて
頑張ります

菊地　次郎 院長　挨拶広告

広報 みたね
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▲勇敢に舞う「志戸橋番楽」

▲子ども達の舞「中館番楽」

8
月
13
、
14
日
に
志
戸
橋
憩
い
の
家

特
設
舞
台
で
、
お
盆
恒
例
の
志
戸
橋

番
楽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
正
年
代

（
１
５
７
３
年
〜
１
５
９
２
年
）
か
ら

始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
三
種
町
で
唯
一
、

秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
、
中
沢
・
館
村
地
区
に

伝
わ
る
「
中
館
番
楽
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
中
館
番
楽
」
は
、
４
０
０
年
以
上

前
に
、
猟
師
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
お
り
、
マ
タ
ギ
と
武
人
の
血

と
面
影
を
伝
え
る
勇
壮
な
舞
で
す
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
達
の
元
気
な
舞
も

披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。「
地
域
の
伝
統
は
地
域
で
守

る
。」
地
域
の
方
が
た
の
声
援
も
後
押

し
し
、
伝
統
行
事
を
盛
り
上
げ
、
お
盆

の
恒
例
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

伝
統
を
受
け
継
ぐ

　

志
戸
橋
番
楽
、

　
　

中
館
番
楽
を
披
露

▲大きな炎を舞い上げ「ねぶ」を流す

　

８
月
６
日
、
上
岩
川
落
合
地
区
で
江

戸
時
代
末
期
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事

「
ね
ぶ
流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
行
事
は
ワ
ラ
で
作
っ
た
「
ね
ぶ
」
に

火
を
付
け
三
種
川
に
流
し
、
災
い
を
払

い
、
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
琴
丘
小
4
年
生
が
手
作
り

の
「
し
い
た
け
う
ど
ん
」
の
ふ
る
ま
い

や
「
ね
ぶ
流
し
の
歌
」
等
で
参
加
し
、

行
事
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
大
学
生
が
、
川
に
入
っ

て
ね
ぶ
流
し
運
行
に
参
加
す
る
な
ど
地

域
内
外
の
人
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
赤
々
と
燃
え
て
闇
に
浮

か
び
上
が
る
炎
を
見
な
が
ら
、
幻
想
的

な
夏
の
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
伝
わ
る
七
夕
行
事  

上
岩
川
ね
ぶ
流
し

　

７
月
30
日
、
役
場
で

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、

藤
田
雅
規
さ
ん
、
真
知

子
さ
ん
夫
婦
（
川
尻
）

の
お
子
さ
ん
で
３
月
26

日
に
生
ま
れ
た
凛り

眞ま

ち
ゃ
ん
で
す
。

　

お
母
さ
ん
は
「
健
康

第
一
に
」
育
っ
て
欲
し

い
な
ど
、
我
が
子
の
成

長
へ
の
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

赤ちゃん誕生祝金贈呈
　三種の大切な宝
　　　～健やかな成長を～

凛眞ちゃん
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8
月
1
日
、
鹿
渡
の
松
庵
寺
で

第
３
回
松
庵
寺
郷
土
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
や
長

信
田
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
民
謡

な
ど
多
彩
な
催
し
で
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
が
進
み
、
地
域
の
活
気
が

失
わ
れ
る
中
、
地
域
を
盛
り
上
げ

住
民
の
交
流
を
図
ろ
う
と
企
画
。

思
わ
ず
踊
り
だ
し
た
く
な
る
よ
う

な
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
陽
気
な
音
楽
等

を
披
露
し
、
来
場
者
か
ら
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
み
た
ね
バ
ー
ガ
ー
や
み
た
ね

巻
な
ど
も
提
供
さ
れ
、
心
地
よ
い

音
楽
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
盛
夏

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

mitane town topics

　

8
月
11
日
、
自
殺
予
防
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
が
役
場
を
訪
れ
、
秋

田
県
の
状
況
や
三
種
町
の
現

状
、
今
年
度
の
主
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
町
の
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
「
八

竜
ど
う
も
の
会
」
清
水
愛
子
代

表
、「
チ
ー
ム
山
本
」
津
村
ま

ゆ
み
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し 

た
。
活
動
報
告
の
中
で
、「
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
誰
か

に
話
し
た
い
、
で
も
、
家
族
や

主
治
医
に
も
心
を
開
け
な
い
人

が
い
る
。
そ
れ
で
も
誰
か
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
救
わ
れ 

る
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
身
近
な
人
が
、
そ
う
し
た

人
た
ち
の
理
解
者
と
な
れ
る
よ

う
、
社
会
全
体
で
支
え
合
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

▲現状や意見など情報を共有

第３回松庵寺郷土祭り～人が繋ぐ～

　

8
月
2
日
、
釜
谷
浜
で
地
元
か
ら
「JIN

 
JIN
 BA
N
 BA
N

」「keiko

バ
ン
ド
」「It ,s 

cool It ,s cool

」
東
京
都
立
川
市
か
ら
は

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
「
リ
デ
ィ
キ
ュ
ラ
ス

ラ
ビ
ッ
シ
ュ
」
を
招
い
て
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー

チ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
会
場
の
す
ば
ら
し
い
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
何
か
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
よ
う
と
町
民
有
志
に
よ
る
自
主
企

画
！　

　

人
の
繋
が
り
を
頼
り
に
、
す
べ
て
手
作
り

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
沈
む
夕
日
と
砂
像
を

バ
ッ
ク
に
熱
い
ス
テ
ー
ジ
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

▲手作りコンサートで交流

希望苑夏祭り ～地域のふれあい～

　

8
月
11
日
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
希
望
苑
」
で
希
望
苑
夏
祭
り
が
行

わ
れ
、
多
く
の
地
域
住
民
で
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し
た
。

　

開
所
当
時
か
ら
続
け
ら
れ
、
今
年

で
27
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
と
共
に
元

気
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
の

日
は
琴
丘
中
学
校
3
年
生
に
よ
る

「
ヨ
ッ
チ
ョ
レ
」
や
鹿
南
清
流
会
の

太
鼓
と
笛
に
よ
る
演
奏
で
盆
踊
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
相
応
し

く
、
最
後
に
は
打
ち
上
げ
花
火
が
夜

空
い
っ
ぱ
い
に
華
を
咲
か
せ
、
集

ま
っ
た
人
々
は
入
所
者
と
一
緒
に
盛

夏
の
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲地域とふれあう

釜
谷
浜
サ
ン
セ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
人
を
繋
ぐ
〜

▲華やかで多彩な催しで盛り上がった郷土祭り

自殺予防キャラバン～悩まず相談して…～
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9生涯学 習通信
月号

　

日
本
相
撲
協
会
夏
巡
業
「
大
相
撲

三
種
場
所
」
が
８
月
18
日
、
琴
丘
総

合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成

17
年
に
琴
丘
町
で
行
わ
れ
て
以
来
10

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
場
所
に

は
、
２
，
０
０
０
人
の
相
撲
フ
ァ
ン

が
来
場
し
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
朝
８
時
の
開
場
前
か
ら
町

内
外
の
相
撲
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
大

行
列
。
初
め
に
公
開
稽
古
や
握
手
会

が
開
か
れ
、
来
場
者
は
間
近
で
見
る

力
士
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

人
気
力
士
と
町
内
小
学

生
と
の
ち
び
っ
こ
稽
古
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
豪
風
や
遠

藤
等
の
力
士
に
全
力
で
ぶ
つ

か
っ
て
い
く
も
軽
々
と
持
ち

上
げ
ら
れ
、
力
士
の
強
さ
を

直
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

地
方
巡
業
の
魅
力
の
一
つ

は
力
士
と
の
距
離
の
近
さ
で

す
。
観
客
席
の
す
ぐ
横
を
力
士

が
通
る
だ
け
で
な
く
、
取
組
の

前
後
に
力
士
と
記
念
撮
影
を
し

た
り
サ
イ
ン
を
貰
っ
た
り
と
、

力
士
と
の
直
接
の
触
れ
合
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
店

に
立
ち
寄
る
力
士
も
お
り
、
秋
田
の

味
を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

土
俵
上
で
は
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
初

切
や
相
撲
甚
句
、
太
鼓
打
分
実
演
が

フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し

て
取
組
で
は
、
間
近
で
激
し
く
ぶ
つ

か
り
合
う
力
士
の
姿
に
観
客
は
大
興

奮
。
地
元
力
士
の
豪
風
に
は
１
番
の

歓
声
が
上
が
り
、
白
鵬
、
鶴
竜
の
両

横
綱
や
人
気
力
士
の
取
組
に
熱
い
視

線
を
送
り
ま
し
た

出
店

迫
力
の
取
組
!

三
種
町
合
併
10
年
記
念
事
業

力士もじゅんさい汁を♪

会場の様子

初切も披露

い
ま
し

も遠つちをつで
力
士

組
の

を
しと、

い
を
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大
学
町
長
杯
結
果

たくさん稽古をつけてもらいました力を合わせて！

1番人気、豪風関豪風関による髪結いの実演

第
３
回
三
種
町
長
杯
大
学
準
硬
式

野
球
大
会

（
８
月
８
日
〜
９
日
、ス
カ
ル
パ
野
球
場
）

　

優　

勝　

中
央
大
学

　

準
優
勝　

東
北
学
院
大
学

第
２
回
三
種
町
長
杯
大
学
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
男
子
）

（
８
月
20
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館
）

　

優　

勝　

富
士
大
学

　

準
優
勝　

新
潟
医
療
福
祉
大
学

　

第
３
位　

玉
川
大
学

　

第
４
位　

八
戸
学
院
大
学

人気力士を間近に！

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　三種町地歌舞伎の祭典実行委員会事務局　☎87―2113

今宵歴史が舞う！

　

昨
年
の
国
民
文
化
祭
で
大
好
評
だ
っ

た
「
地
歌
舞
伎
の
祭
典
」
が
今
年
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日　

時　

９
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

正
午
12
時
〜
午
後
６
時
30
分

会　

場　

山
本
体
育
館

　
　
　
　

農
村
歌
舞
伎
会
館

◆
公
演
内
容

●
会
場
：
山
本
体
育
館

12
時
〜　
　
　

開
会
行
事

12
時
30
分
〜　

中
館
番
楽

13
時
〜　
　
　

森
岳
子
ど
も
歌
舞
伎

13
時
30
分
〜　

志
戸
橋
番
楽

14
時
〜　
　
　

鮭
川
歌
舞
伎（
山
形
県
）

　
　
　
　
　
　
　
（
じ
ゅ
ん
さ
い
音
頭
）

15
時
30
分
〜　

会
場
移
動

●
会
場
：
農
村
歌
舞
伎
会
館

16
時
〜　
　
　

森
岳
通
り
音
頭

　
　
　
　
　
　
　

森
岳
歌
舞
伎

18
時
30
分　
　

終
了
予
定

入場
無料

第二回

　

８
月
６
日
、
町
役
場
議
場
で
「
三

種
町
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
６
小
学
校
と
３
中
学
校

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず
つ
が「
議
員
」

と
し
て
登
壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

税
金
や
空
き
家
問
題
、
観
光
振
興

等
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
元
気
良
く
発

表
。
堂
々
と
し
た
議
員
ぶ
り
を
発
揮

し
ま
し
た
。

白熱 !　子ども議会

　

８
月
15
日
、
平
成
27
年
度
三
種
町
成
人
式
が
山
本
ふ
る
さ

と
文
化
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
平
成
６
年
４
月
２

日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
が
対
象
で
、
対
象
者

２
０
３
名
の
う
ち
１
７
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
三
浦
町
長
の
式
辞
や
金
子
議
長
か
ら
の
祝
辞
等

が
送
ら
れ
た
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
成
人
式
実
行
委
員
長

の
信
太
大
節
さ
ん
（
豊
岡
）
が
「
家
族
や
恩
師
、
地
域
へ
感

謝
の
心
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
次
代
を
担
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
様
々
な

課
題
に
立
ち
向
か
い
、
切
磋
琢

磨
し
て
明
る
い
未
来
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
決
意
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
中
学
生
時
代
を
振

り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
ほ

か
、
秋
田
大
学
よ
さ
こ
い
サ
ー

ク
ル
・
よ
さ
と
せ
歌
舞
輝
の
記

念
公
演
が
行
わ
れ
、
新
成
人
に

華
を
添
え
ま
し
た
。

祝 三種町成人式

記念のよさこい演舞 新成人代表の言葉

会場の様子
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● 教育委員会
　 総務学事課 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習課 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 生涯学習課 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

◆第32回全国少年少女レスリング選手権大会 
７月24日～26日　会場▶東京都代々木第一体育館

小学生の部６年生50㎏級　全国３位

◆東北電力旗第28回東北ミニバスケットボール
県大会　　　　　　　　　　　  ７月25、26日

全県女子　優　勝
下岩川ゴールデンヒルズ

琴丘小学校　渡辺　大夢くん（６年）
東北大会（８月12日、13日　会場・宮城県グランディ21）では
見事１回戦突破！２回戦は惜敗しましたが、初の東北大会でベス
ト８という輝かしい結果を残しました。

栄　光

山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ

　

主
催
：
山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

①
日　
　

程

９
月
25
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
会
式

②
内　
　

容　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

③
会　
　

場　

に
か
ほ
市
「
薫
風
苑
」

④
参
加
資
格

山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

⑤
参
加
料　

無　

料

⑥
申
込
期
限　

９
月
15
日（
火
）

⑦
申
込
先　

山
本
体
育
館
☎
８
３
―
２
６
９
３

　
　
　
　
　
　

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

　

主
催
：
山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

①
日　
　

程　

９
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
00
分
出
発

②
内
容（
予
定
）　
増
田
の
内
蔵
巡
り
、昼
食
は
稲
庭
う
ど
ん

③
集
合
場
所　

山
本
体
育
館

④
参
加
費　

年
会
費　

１
，
０
０
０
円

  （
会
員
無
料
）

　
　
　
　
　
　

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

（
昼
食
・
高
速
代
）

⑤
定　
　

員　

40
名

⑥
申
込
期
限　

９
月
15
日（
火
）

⑦
申
込
先　

山
本
体
育
館
☎
８
３
―
２
６
９
３

　
　
　
　
　
　

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

山
本
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
琴
丘
総
合
体
育
館
内
）

嶋
田　

☎
８
７
―
２
２
２
２

◆
申
込
み
先

　

八
竜
公
民
館

　

☎
８
５
―
２
１
７
７

　

大
館
市
花
岡
で
Ｅ
Ｍ
を

使
っ
て
高
原
野
菜
づ
く
り
を

し
て
い
る
橋
本
さ
ん
の
農
場

を
見
学
し
ま
す
。

★
対　

象

　

Ｅ
Ｍ
を
使
っ
た
野
菜
作
り

に
関
心
の
あ
る
方

★
開
催
日

９
月
12
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

★
視
察
場
所

　

大
館
市
花
岡

（
研
修
バ
ス
利
用
）

★
参
加
料

　

無
料（昼

食
代
は
自
己
負
担
）

★
集
合
場
所

　

八
竜
公
民
館

　

午
前
９
時
出
発

★
申
込
締
切

９
月
８
日（先

着
20
名
ま
で
）

八
竜
公
民
館
講
座

Ｅ
Ｍ
を
使
っ
た

高
原
野
菜
を
視
察

増
田
蔵
巡
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

広報 みたね
mitane town
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インフォメーションお
し
ら
せ

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
（
陶
芸
教

室
・
歌
謡
教
室
）
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
陶
芸
教
室
（
初
心
者
向
け
）

　

９
月
８
日　

10
時
〜
15
時

●
歌
謡
教
室

　

９
月
26
日　

13
時
〜
16
時

※
９
月
の
休
館
日

　

７
、
14
、
24
、
25
、
28
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
ー
５
２
９
５
）

秋
田
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

登
記
相
談
の
事
前
予
約
に

つ
い
て

　

秋
田
地
方
法
務
局
で
は
、
登

記
相
談
（
登
記
申
請
書
の
書
き

方
や
必
要
な
添
付
書
類
に
関
す

る
相
談
）
を
希
望
さ
れ
る
方
に

待
ち
時
間
な
く
相
談
窓
口
を
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
予

約
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
問

い
合
わ
せ
先
ま
た
は
秋
田
地
方

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

…
秋
田
地
方
法
務
局
能
代
支
局

（
☎
５
４
ー
４
１
１
１
）

多
重
債
務
相
談
窓
口
の

ご
案
内

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務

所
で
は
、
借
金
を
抱
え
、
お
悩

み
の
方
が
た
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

借
金
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

財
務
省 

東
北
財
務
局 

秋
田

財
務
事
務
所 

理
財
課

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

•
８
時
30
分
〜
正
午

•
13
時
〜
16
時
30
分

●
電
話　

☎
０
１
８
ー
８
６
２

ー
４
１
９
６
（
専
用
）

「
出
前
講
座
」
の
ご
案
内

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務

所
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会
合

な
ど
に
お
伺
い
し
、
金
融
犯
罪

被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
内
容
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
講
座
メ
ニ
ュ
ー

①
未
公
開
株
や
フ
ァ
ン
ド
な
ど

を
騙
る
怪
し
い
投
資
勧
誘
に
ご

用
心　

②
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
特
殊
詐
欺
、
ヤ
ミ
金
融
な
ど

の
手
口
と
対
策　

③
多
重
債
務

に
陥
ら
な
い
た
め
に　

な
ど

●
相
談
窓
口

財
務
省 

東
北
財
務
局
秋
田

財
務
事
務
所 

理
財
課

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

•
８
時
30
分
〜
正
午

•
13
時
〜
16
時
30
分

●
電
話　

☎
０
１
８
ー
８
６
２

ー
４
１
９
６
（
専
用
）

平
成
27
年
度　

労
働
関
係

助
成
金
説
明
会
・
相
談
会

　

雇
用
に
関
す
る
助
成
金
の
説

明
会
を
県
内
３
か
所
で
開
催
し

ま
す
。

　

企
業
の
経
営
者
や
実
務
担
当

者
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

方
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　

程

•
横
手
会
場　

９
月
２
日

　

横
手
市
交
流
セ
ン
タ
ー

•
北
秋
田
会
場　

９
月
４
日

　

北
秋
田
市
中
央
公
民
館

•
秋
田
会
場　

９
月
９
日

秋
田
県
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ

ン
タ
ー
遊
学
舎

●
開
催
内
容

•
全
体
説
明
会　

13
時
15
分
〜
15
時
15
分

•
個
別
相
談
会

　

15
時
15
分
〜
16
時

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
は
秋

田
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

①
希
望
会
場　

②
事
業
所
名
を

記
入
の
上
、
秋
田
労
働
局
職
業

対
策
課
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

…
秋
田
労
働
局 

職
業
対
策
課 

雇
用
開
発
係
（
☎
０
１
８
ー

８
８
３
ー
０
０
１
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
ー
８
６
５
ー
６
１
７
９
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

３
桁
の
電
話
番
号
「
１
８
８

（
い
や
や
！
）」
番
で
の
案
内
を

開
始
し
ま
し
た
。

   

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
、
地

方
公
共
団
体
が
設
置
し
て
い
る

最
寄
り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

を
御
案
内
し
、
窓
口
の
存
在
や

連
絡
先
を
御
存
知
で
な
い
消
費

者
の
方
の
、
消
費
生
活
相
談
の

「
最
初
の
一
歩
」
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。   

　

契
約
、
悪
質
商
法
、
製
品
・

食
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
故

等
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
相
談
し

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
番
を

御
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
病
気
、
そ
の
症
状
は

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
が

原
因
か
も
知
れ
ま
せ
ん

•
ご
家
族
に
、
肺
が
ん
や
中
皮

腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
い
ま
せ
ん
か
？

•
息
切
れ
、
胸
が
苦
し
い
な
ど

の
症
状
が
出
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
定
さ

れ
た
場
合
、
各
種
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

秋
田
労
働
局
労
災
補
償
課
（
☎

０
１
８
ー
８
８
３
ー
４
２
７
５
）

ま
た
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監

督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
務
課
か
ら　

納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
固
定
資
産
税（
３
期
）

９
月
30
日
が
納
期
限
で
す

※
口
座
振
替
の
か
た
は
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課 

賦
課
係　

☎
８
５
―
４
８
２
８

ローソン
●

●●
ドドンタタンＪＡガソリンスタタタンガ ンＪＡＪＡＡガソリンスンスタスタタンドドドドド

川給油所鵜川給油給油所

●●
八竜駐在所八八竜駐駐在所

●鳳来院
●

八竜幼稚園

秋田・鹿渡方面

大曲・能代方面
国道７号線

鵜川

ご先祖様を大切に！！

宮比台墓地

宮比台墓地分譲中
一区画　６尺×６尺　８万円

管理人　三　浦　金　勝　0185ー85ー2561
会　長　佐　藤　良　剛　090ー3644ー5545

広告

平成27年9月 28



募　
　

集

「
里
親
」
登
録
者
を
募
集

し
ま
す

　

全
国
に
は
、
様
々
な
理
由
で

親
元
で
生
活
で
き
な
い
子
供
達

が
約
４
万
６
千
人
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
子
供
達
を
家
庭
的

な
環
境
で
養
育
す
る
里
親
の
登

録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
と
し
て
登
録
す
る
た
め

に
は
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
お

近
く
の
児
童
相
談
所
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
北
児

童
相
談
所

（
☎
０
１
８
６
ー
５
２
ー
３
９
５
６
）

法
務
局
市
民
講
座

●
テ
ー
マ
・
開
催
日

•
相
続
と
遺
言
に
つ
い
て

　

９
月
17
日

•
成
年
後
見
に
つ
い
て

　

10
月
29
日

•
土
地
の
境
界
に
つ
い
て

　

11
月
10
日

•
会
社
・
法
人
の
登
記
に
つ
い

て　

12
月
３
日

●
会　

場　

能
代
法
務
合
同
庁
舎

●
時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

●
募
集
人
数　

各
回
15
名
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
地
方
法
務
局　

能
代
支
局

（
☎
５
４
ー
４
１
１
１
）

公
共
職
業
訓
練

11
月
期
生
を
募
集
し
ま
す

●
訓
練
期
間　

　

11
月
４
日
〜
４
月
28
日

（
６
カ
月
）

●
訓
練
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
秋
田
（
潟
上
市
）

●
訓
練
科
／
定
員

　

金
属
加
工
科
／
15
名

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科

／
18
名

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
等
は
自
己
負
担
）

●
募
集
期
間　

９
月
28
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
） 
訓
練
課

受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
ー
８
７
３
ー
３
１
７
８
）

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
」
募
集

　

交
通
災
害
共
済
・
不
慮
の
災

害
共
済
制
度
は
、
秋
田
県
内
の

市
役
所
、
町
村
役
場
を
支
部
と

し
て
、
住
民
が
お
互
い
に
掛
金

を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
災
害

に
あ
っ
た
被
災
者
を
救
済
す
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
共
済
制
度
の
加
入
推
進

の
た
め
、
加
入
申
込
書
、
ポ
ス

タ
ー
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
等
で
使
用
し

て
い
る「
秋
田
犬
」の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し

い
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

（
１
）
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

（
２
）
応
募
作
品
は
、
他
の
作

品
と
類
似
し
な
い
も
の
で
、

自
作
か
つ
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
ま
た
、
第
三
者

の
著
作
権
等
の
権
利
を
侵
害

し
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
賞
品
等

　

採
用
作
品　

１
点

　

賞
品　

図
書
カ
ー
ド
３
万
円
分

●
応
募
方
法

（
１
）
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、
次
の
事
項
を
記
入

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
（
ふ

り
が
な
）
②
住
所
③
氏
名
④

電
話
番
号

（
２
）
応
募
で
き
る
作
品
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
１
度
の
応
募
に
つ
き
１

作
品
の
み
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
作
品
に
限
り
ま
す
。

（
３
）
郵
送
料
等
応
募
に
か
か

る
費
用
は
、
応
募
者
負
担
と

し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

９
月
30
日
必
着

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
１
０
ー
０
９
５
１

秋
田
市
山
王
四
丁
目
２
番
３
号

秋
田
県
市
町
村
会
館
内

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

「
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

名
称
」
募
集
係
（
☎
０
１
８
ー

８
８
８
ー
０
２
２
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
８
ー
８
３
８
ー
４
４
４
０
）

メ
ー
ル m

e
ish
o
u
@
a
kita
-

sg
.jp

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
給
付
対
象
と
思
わ
れ

る
方
が
た
に
対
し
、
申
請
書

用
紙
を
８
月
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
た
方
は
、

同
封
の
見
本
を
参
考
に
記

入
・
押
印
し
、
八
竜
改
善
セ

ン
タ
ー
内
臨
時
福
祉
給
付
金

専
用
窓
口
ま
た
は
役
場
福
祉

課
も
し
く
は
各
支
所
地
域
生

活
係
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】　

平
成
27
年
12
月
31
日

　

た
だ
し
、
窓
口
で
の
受
付

は
、
12
月
28
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
の

場
合
は
12
月
31
日
ま
で
必
着

と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
支
給
開
始
】 

平
成
27
年
10
月
７
日
か
ら
随
時

（
後
日
、
給
付
決
定
通
知
書

に
振
込
金
額
と
振
込
日
を
記

載
し
送
付
い
た
し
ま
す
）

【
添
付
書
類
】

①
申
請
者
名
義
の
通
帳
に
振

込
す
る
場
合
で
次
の
方

●
申
請
書
内
の
受
取
方
法
の

口
座
情
報
欄
に
印
字
さ
れ

て
い
る
方

↓
書
類
の
添
付
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●
申
請
書
内
の
受
取
方
法

の
口
座
情
報
欄
が
、*** 

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
を

　
　
　
　
　

受
け
付
け
て
い
ま
す

******

と
な
っ
て
い
る
方

↓
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

の
添
付
が
必
要
で
す
。

②
申
請
者
と
違
う
名
義
口
座

に
振
込
を
希
望
す
る
場
合

（
代
理
申
請
）

↓
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

と
、
代
理
人
の
身
分
を
証

明
す
る
書
類
（
免
許
証
ま

た
は
保
険
証
な
ど
）
の
コ

ピ
ー
を
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

③
成
年
後
見
人
が
申
請
手
続

き
を
す
る
場
合
も
、
代
理

申
請
扱
い
と
な
り
ま
す
。

↓
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

と
、
代
理
人
の
身
分
を
証

明
す
る
書
類
（
免
許
証
ま

た
は
保
険
証
な
ど
）
の
コ

ピ
ー
を
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
申
請
書
用
紙
裏
面
に
、
本

人
確
認
書
類
と
口
座
確
認
書

類
を
必
ず
添
付
す
る
よ
う
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
種

町
で
は
、
申
請
さ
れ
る
方
の

手
間
を
省
く
た
め
、
極
力
、

添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
場

合
を
除
き
、
本
人
確
認
の
書

類
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

広告

このマスコット
キャラクターに
すてきな名前を
考えてくださいね♪
たくさんの応募を
お待ちしています♬

広報 みたね
mitane town
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9月行事予定
町の人口と世帯数

●人　口 17,899人 （- 8）
　 【男】 8,280人   （-12）
　 【女】 9,619人   （+ 4）
●世帯数 6,982戸   （+11）
※平成27年７月末現在、（  ）内前月比

編集後記
　町の話題の松庵寺郷土祭りと釜谷浜サン
セットコンサートの記事に「人が繋ぐ、人を
繋ぐ」というキーワードを付けました。
　双方のイベントに共通するのが、友人の手
作りイベントに、彼と町のために東京から来
町し、見返りを求めることもなく、質の高い
演奏を惜しみなく披露してくれたこと。来場

者は、弾けんばかりの笑顔で、至福かつ贅沢
な時間を過ごしていました。その日聴いた曲
のメロディーが、今でも時折自然に心に響き
渡り、私を楽しい気分にさせてくれます。
　「人が人を繋ぎ、町に人を呼ぶ」友人の縁
の地であるこの三種町で人に触れ、楽しい時
を過ごし、町を好きになってくれたならこの
上なく嬉しい。来年の開催を今から待ち焦が
れている。　　　　　　　　　　　       （公）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 火

2 水
特設人権相談所開設 （八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）
子宮がん・乳がん・骨粗鬆症検診（保健センター）
メロンキッズひろば「運動あそび」（八竜改善センター　9：30～11：30）

3 木 子宮がん・乳がん・骨粗鬆症検診（保健センター）
ドラえもんひろば「保育園であそぼう！」（森岳保育園　9：30～11：30）

4 金
子宮がん・乳がん・骨粗鬆症検診（保健センター）
浜口保育園開放日「みんなであそぼう」
わくわくひろば「保育園で遊ぼう！」（琴丘保育園　9：30～11：30）

5 土 養護老人ホームやまもと　いなほ祭り（養護老人ホームやまもと　13：00～15：30）
6 日 連合婦人会　防災学習会（琴丘地域拠点センター　9：00～12：00）

上岩川遺跡群講座（上岩川地域センター　9：00～15：00）
7 月 健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
8 火 健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）

わくわくひろば「運動あそびをしよう！」（琴丘保育園　9：30～11：30）
9 水
10 木 メロンキッズひろば「おみこし練り歩きに参加」（浜口保育園　9：30～11：00）

11 金
７か月児相談（保健センター）
ドラえもんひろば「金岡保育園にネイガーを見に行こう！」（金岡保育園　10：00～11：00）
鵜川保育園開放日「みんななかよし」

12 土
13 日
14 月 行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）

15 火
１歳６か月児健診（保健センター）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）　
三地区なかよし交流会「大潟村生態系公園におでかけ」（9：30～11：30）

16 水
17 木
18 金 がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）

八竜幼稚園開放日「園長先生とあそぼう」
19 土
20 日
21 月 敬老の日
22 火 国民の休日
23 水 秋分の日

24 木
健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
ドラえもんひろば「保育園であそぼう！」（森岳保育園　9：30～11：30）
メロンキッズひろば「お散歩しよう」（八竜改善センター　9：30～11：00）

25 金 わくわくひろば「保健師さんとお話ししましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）
26 土 お金に関する何でも相談会（保健センター　13：00～16：00）
27 日

28 月
教育委員会定例会（山本中学校　14：30～）
こころの相談会（保健センター　13：00～16：00）
健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

29 火 乳児健診（保健センター）

30 水
交通事故死ゼロを目指す日
時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）
固定資産税（３期）納期限

秋の交通安全運動
期間▶９月21日～30日

平成27年9月 30


